
株式会社　名古屋銀行

連結レバレッジ比率に関する開示事項　（2023年3月末）

１．連結レバレッジ比率の構成に関する開示事項
（単位：百万円、％）

国際様式
（表1）の
該当番号

項目
前四半期末
（2022/12）

調整項目控除前のオン・バランス資産の額 4,529,944

1a 1 連結貸借対照表における総資産の額 4,542,053

1b 2
連結レバレッジ比率又は持株レバレッジ比率の範囲に含まれない子法人等
の資産の額（△）

－

1c 7
連結レバレッジ比率又は持株レバレッジ比率の範囲に含まれる子会社の資
産の額（連結貸借対照表における総資産の額に含まれる額を除く。）

－

1d 3
連結貸借対照表における総資産の額から控除される調整項目以外の資産
の額（△）

12,108

7 Tier1 資本に係る調整項目の額（△） 12,772

オン・バランス資産の額 （イ） 4,517,171

デリバティブ取引等に関するＲＣの額に１．４を乗じた額 －

デリバティブ取引等に関する再構築コストの額 3,841

デリバティブ取引等に関するＰＦＥの額に１．４を乗じた額 －

デリバティブ取引等に関するアドオンの額 1,276

デリバティブ取引等に関連して現金で差し入れた証拠金の対価の額 －

連結貸借対照表から控除されているデリバティブ取引等に関連して差し入
れた担保の対価の額

－

連結貸借対照表から控除されているデリバティブ取引等に関連して現金で
差し入れた証拠金の対価の額

－

デリバティブ取引等に関連して現金で差し入れた変動証拠金の対価の額の
うち控除する額（△）

－

清算会員である銀行又は銀行持株会社が補償を義務付けられていない顧
客とのトレード・エクスポージャーの額（△）

クレジット・デリバティブのプロテクションを提供した場合における調整後想定
元本の額

－

クレジット・デリバティブのプロテクションを提供した場合における調整後想定
元本の額から控除した額（△）

－

4 デリバティブ取引等に関する額 （ロ） 5,118

レポ取引等に関する資産の額 －

レポ取引等に関する資産の額から控除した額（△） －

レポ取引等に関するカウンターパーティ・リスクのエクスポージャーの額 1,628

代理取引のエクスポージャーの額

5 レポ取引等に関する額 （ハ） 1,628

オフ・バランス取引の想定元本の額 63,561

オフ・バランス取引に係るエクスポージャーの額への変換調整の額（△） 42,690

6 オフ・バランス取引に関する額 （ニ） 20,871

資本の額 （ホ） 222,865

8 総エクスポージャーの額（（イ）＋（ロ）＋（ハ）＋（ニ）） （へ） 4,544,790

連結レバレッジ比率又は持株レバレッジ比率（（ホ）／（へ）） 4.90%

適用する所要連結レバレッジ比率又は所要持株レバレッジ比率

適用する所要連結レバレッジ・バッファー比率又は所要持株レバレッジ・バッ
ファー比率

総エクスポージャーの額 （へ） 4,544,790

　 日本銀行に対する預け金の額 389,449

日本銀行に対する預け金を算入する場合の総エクスポージャーの額 （へ´） 4,934,239

日本銀行に対する預け金を算入する場合の
連結レバレッジ比率又は持株レバレッジ比率（（ホ）／（へ´））

4.51%

（注）　デリバティブ取引等に関する額は、旧計算告示第７条の規定によって算出しております。

２．前四半期末の連結レバレッジ比率との間に著しい差異を生じた原因（当該差異がある場合に限る。）

該当ありません

　 411,962

　 5,105,946

4.56%

22 4.96%

日本銀行に対する預け金を算入する場合の連結レバレッジ比率又は持株レバレッジ比率

　 4,693,983

3.00%

0.00%

連結レバレッジ比率又は持株レバレッジ比率

20 232,970

21 4,693,983

17 68,164

18 44,044

19 24,120

15

16 1,611

オフ・バランス取引に関する額

12 －

13 －

14 1,611

10 －

11 3,724

レポ取引等に関する額

7 －

8

9 －

110

6 －

－

857

5 －

2,757

3 4,664,526

デリバティブ取引等に関する額

4 －

2 11,321

国際様式
（表2）の
該当番号

当四半期末
（2023/3）

オン・バランス資産の額

1 4,675,847

4,686,282

－

－

10,434



株式会社　名古屋銀行

単体レバレッジ比率に関する開示事項　（2023年3月末）

１．単体レバレッジ比率の構成に関する開示事項
（単位：百万円、％）

国際様式
（表1）の
該当番号

項目
前四半期末
（2022/12）

調整項目控除前のオン・バランス資産の額 4,482,611

1a 1 貸借対照表における総資産の額 4,494,707

1b 3
貸借対照表における総資産の額から控除される調整項目以外の資産の額
（△）

12,095

7 Tier1 資本に係る調整項目の額（△） 10,228

オン・バランス資産の額 （イ） 4,472,382

デリバティブ取引等に関するＲＣの額に１．４を乗じた額 －

デリバティブ取引等に関する再構築コストの額 3,841

デリバティブ取引等に関するＰＦＥの額に１．４を乗じた額 －

デリバティブ取引等に関するアドオンの額 1,276

デリバティブ取引等に関連して現金で差し入れた証拠金の対価の額 －

貸借対照表から控除されているデリバティブ取引等に関連して差し入れた担
保の対価の額

－

貸借対照表から控除されているデリバティブ取引等に関連して現金で差し入
れた証拠金の対価の額

－

デリバティブ取引等に関連して現金で差し入れた変動証拠金の対価の額のう
ち控除する額（△）

－

清算会員である銀行が補償を義務付けられていない顧客とのトレード・エクス
ポージャーの額（△）

クレジット・デリバティブのプロテクションを提供した場合における調整後想定
元本の額

－

クレジット・デリバティブのプロテクションを提供した場合における調整後想定
元本の額から控除した額（△）

－

4 デリバティブ取引等に関する額 （ロ） 5,118

レポ取引等に関する資産の額 －

レポ取引等に関する資産の額から控除した額（△） －

レポ取引等に関するカウンターパーティ・リスクのエクスポージャーの額 1,628

代理取引のエクスポージャーの額

5 レポ取引等に関する額 （ハ） 1,628

オフ・バランス取引の想定元本の額 54,702

オフ・バランス取引に係るエクスポージャーの額への変換調整の額（△） 34,727

6 オフ・バランス取引に関する額 （ニ） 19,974

資本の額 （ホ） 213,150

8 総エクスポージャーの額（（イ）＋（ロ）＋（ハ）＋（ニ）） （へ） 4,499,104

単体レバレッジ比率（（ホ）／（へ）） 4.73%

適用する所要単体レバレッジ比率

適用する所要単体レバレッジ・バッファー比率

総エクスポージャーの額 （へ） 4,499,104

　 日本銀行に対する預け金の額 389,449

日本銀行に対する預け金を算入する場合の総エクスポージャーの額 （へ´） 4,888,553

日本銀行に対する預け金を算入する場合の単体レバレッジ比率（（ホ）／（へ
´））

4.36%

（注）　デリバティブ取引等に関する額は、旧計算告示第15条の規定によって算出しております。

２．前四半期末の単体レバレッジ比率との間に著しい差異を生じた原因（当該差異がある場合に限る。）

該当ありません

4,642,811

10,422

国際様式
（表2）の
該当番号

当四半期末
（2023/3）

オン・バランス資産の額

1 4,632,388

2 10,298

3 4,622,090

デリバティブ取引等に関する額

4 －

857

5 －

2,757

110

6 －

－

7 －

8

9 －

10 －

11 3,724

レポ取引等に関する額

12 －

13 －

14 1,611

15

16 1,611

オフ・バランス取引に関する額

17 59,727

18 36,460

19 23,266

単体レバレッジ比率

20 223,549

21 4,650,693

22 4.80%

日本銀行に対する預け金を算入する場合の単体レバレッジ比率

3.00%

0.00%

4.41%

　 4,650,693

　 411,962

　 5,062,656


